
2008 年 著書 

 

1. 中村 純 : 

 第 1 章 ストレスの実態 

 改訂版 ストレス専門医の処方せん－うつ状態・うつ病の実際と治療監修 上里 一郎・

西村 良二・山中 康裕 

 昭和堂  京都 

 pp. 1 - 11  2008 年 1 月  

 

2. 徳永 雄一郎・中村 純: 

 第 4 章 増える自殺者 

 改訂版 ストレス専門医の処方せん－うつ状態・うつ病の実際と治療監修 上里一郎・西

村良二・山中康裕 

 昭和堂  京都 

 pp. 91 - 108  2008 年 1 月  

 

3. 中村 純 : 

 第 6 章 メンタルへルスへの企業と国の対策 

 改訂版 ストレス専門医の処方せん－うつ状態・うつ病の実際と治療監修 上里 一郎・

西村 良二・山中 康裕 

 昭和堂  京都 

 pp. 171 - 182  2008 年 1 月  

 

4. 中村 純・徳永 雄一郎: 

 第 7 章 心の病気について 

 改訂版 ストレス専門医の処方せん－うつ状態・うつ病の実際と治療監修 上里 一郎・

西村 良二・山中 康裕  

 昭和堂  京都 

 pp. 183 - 222  2008 年 1 月  

 

5. 吉村 玲児 : 

 カルピプラミン（carpipramine） 

 こころの治療薬ハンドブック 第 5 版編集：山口 登・酒井 隆・宮本 聖也・吉尾 隆  

 星和書店  東京 

 pp. 98 - 99  2008 年 1 月  

 



6. 中村 純 : 

 クエチアピン（quetiapine） 

 こころの治療薬ハンドブック 第 5 版編集：山口 登・酒井 隆・宮本 聖也・吉尾 隆  

 星和書店  東京 

 pp. 100 - 101  2008 年 1 月  

 

7. 吉村 玲児 : 

 レボメプロマジン（levomepromazine） 

 こころの治療薬ハンドブック 第 5 版編集：山口 登・酒井 隆・宮本 聖也・吉尾 隆 

 星和書店  東京 

 pp. 142 - 143  2008 年 1 月  

 

8. 吉村 玲児 : 

 解説 薬の飲み合わせについて 

 こころの治療薬ハンドブック 第 5 版編集：山口 登・酒井 隆・宮本 聖也・吉尾 隆 

 星和書店  東京 

 pp. 229 - 230  2008 年 1 月  

 

9. 中村 純 : 

 不適応サインの気づきから解決への道 

 メンタルヘルスケア実践ガイド 第 2 版 編集発行人：鹿毛 明 

 産業医学振興財団  東京 

 pp. 132 - 134  2008 年 3 月  

 

10. 吉村 玲児・上田 展久: 

 喫煙が抗精神病薬に与える影響について教えて下さい。喫煙患者では処方にあたってど

のような点に気をつける必要があるのでしょうか？ 

 統合失調症の薬物療法 100 の Q&A 監修：藤井康男 

 星和書店  東京 

 pp. 210 - 211  2008 年 5 月  

 

11. 上田 展久・吉村 玲児: 

 統合失調症患者ではコーヒーをたくさん飲む人がいますが、どのように対応したらよい

のでしょうか？ 

 統合失調症の薬物療法 100 の Q&A 監修：藤井康男 

 星和書店  東京 



 pp. 212 - 213  2008 年 5 月  

 

12. 中村 純 : 

 神経衰弱の生物学的背景 

 精神医学対話編：松下 正明・加藤 敏・神庭 重信 

 弘文堂  東京 

 pp. 890 - 901  2008 年 5 月  

 

13. 中村 純 : 

 新規抗精神病薬の使い方 

 統合失調症 治療ガイドライン第 2 版監修：精神医学講座担当者会議編集：佐藤光源 丹

羽真一 井上新平 

 医学書院  東京 

 pp. 187 - 202  2008 年 9 月  

 

14. 中村 純 : 

   

 職場のメンタルヘルス対策最前線 

 昭和堂  京都 

 pp. 1 - 225  2008 年 12 月 

 

2008 年 学術論文 

 

1. 堀 輝・中村 純: 

 「睡眠障害」のさまざまな病態を知る 

 薬局 59(1)::17 - 20  2008 年 1 月  

 

2. 上田 展久・吉村 玲児・北條 敬・井上 幸紀・吉田 卓史・福居 顯二・長澤 達

也・越野 好文・中村 純: 

 うつ病患者の社会適応能力に対する milnacipran の効果 

 臨床精神薬理 11(2)::273 - 279  2008 年 1 月  

 

3. 井上 賀晶・中村 純: 

 月経前の気分障害 

 臨牀と研究 85(1)::110 - 115  2008 年 1 月  

 



4. Motohashi, N. ・Shioe, K.・Nakamura, J.・Ohsshima, A.・Yamada, K.・Ozawa, H.・

Someya, T.・Uchitomi, Y.・Higuchi, T.: 

 Revised psychopharmacological algorithms for the treatment of mood disorders in 

Japan 

 International Journal of Psychiatry in Clinical Practice 12(1)::11 - 18  2008 年 1 月  

 

5. Umene, W ・Yoshimura, R.・Hori, H.・Nakamura, J.: 

 A case of vascular depression associated with musical hallucinations successfully 

treated with paroxetine and a low dose of risperidone 

 Psychogeriatrics 8()::38 - 41  2008 年 1 月  

 

6. Soya, A. ・Song, Y.・Kodama, T.・Honda, Y.・Fujiki, N.・Nishino, F.: 

 CSF histamine levels in rats reflect the central histamine neurotransmission 

 Neuroscience Letters 430(3)::224 - 229  2008 年 1 月  

 

7. Furukawa, TA. ・Fujita, A.・Harai, H.・Yoshimura, R.・Kitamura, T.・Takahashi, K.: 

 Definitions of recovery and outcomes of major depression:results from a 10-year 

follow-up.  

 Acta Psychiatrica Scandinavica 117(1)::35 - 40  2008 年 1 月  

 

8. 中村 純・石郷岡 純: 

 寛解、回復を目指したうつ病の治療－うつ病の寛解、回復の概念、定義－ 

 臨床精神薬理 11(3)::405 - 411  2008 年 2 月  

 

9. Yoshimura, R. ・Kakihara, S.・Hori, H.・Ueda, N.・Nakamura, J.: 

 Acute risperidone treatment did not increase daily cigarette consumption or plasma 

levels of cotinine and caffeine : a pilot study 

 Human Psychopharmacology 23()::327 - 332  2008 年 2 月  

 

10. 中村 純・小嶋 秀幹: 

 産業保健に対する精神科医の役割 

 精神神経学雑誌 110(3)::197 - 202  2008 年 2 月  

 

11. 副田 秀二・原 善子: 

 意見：個別面談型の管理監督者メンタルヘルス教育の評価 

 産業精神保健 16(1)::28 - 31  2008 年 3 月  



 

12. Mitoma, M. ・Yoshimura, R.・Nakano, W.・Hori, H.・Nakano, H.・Ueda, N.・Nakamura, 

J.: 

 Stress at work alters serum brain-derived neurotrophic factor (BDNF) levels and 

plasma 3-methoxy-4-droxyphenylglycol (MHPG)levels in healthy volunteers: BDNF and 

MHPG as possible biological markers of mental stress? 

 Progress in Neuro-psychopharmacology & Biological Psychiatry 32(3)::679 - 685  

2008 年 4 月  

 

13. Sugita, A. ・Saito, K.・Tanaka, Y.: 

 Serum brain derived neurotrophic factor (BDNF) in neuropsychiatric systemic lupus 

erythematosus (NPSLE). 

 Modern Rheumatology 18()::S76 -  2008 年 4 月  

 

14. 中村 純・後藤 直樹・吉村 玲児・上田 展久・堀 輝・中野 和歌子・杉田 篤子・

林 健司・森谷 淳二・掛田 伸吾・大成 宣弘・興梠 征典: 

 早期統合失調症の臨床と病態 

 脳と精神の医学 19(4)::211 - 217  2008 年 4 月  

 

15. 中村 純 : 

 第 49 回産業精神衛生研究会を開催して 

 産業医学ジャーナル 31(3)::76 - 78  2008 年 5 月  

 

16. Ueda, N. ・Hori, H.・Nakano, W.・Sugita, A.・Nakano, H.・Yoshimura, R.・Nakamura, 

J.: 

 Two cases of burning mouth syndrome treated with olanzapine 

 Psychiatry and Clinical Neurosciences 62(3)::359 - 361  2008 年 6 月  

 

17. 石郷岡 純・中村 祐・岩田 仲生・吉村 玲児: 

 うつ病と不安－不安について考える－ 

 臨床精神薬理 11(7)::1391 - 1406  2008 年 7 月  

 

18. Okamoto, T. ・Yoshimura, R.・Hori, H.・Inoue, Y.・Ueda, N.・Nakamura, J.: 

 Efficacy of electroconvulsive therapy is associated with changing blood levels of 

homovanillic acid and brain-derived neurotrophic factor (BDNF) in refractory depressed 

patients: A pilot study 



 Progress in Neuro-psychopharmacology & Biological Psychiatry 32(5)::1185 - 1190  

2008 年 7 月  

 

19. 杉田 篤子・吉村 玲児・鏡 誠治・塚田 順一・中村 純: 

 産業医科大学病院緩和ケアチームへの精神科医の関わり 

 九州神経精神医学 54(2)::85 - 93  2008 年 8 月  

 

20. 石田 康・長友 慶子・池田 学・内村 直尚・大内 清・小澤 寛樹・北村 俊則・

近藤 毅・赤崎 安昭・佐野 輝・寺尾 岳・西村 良二・山田 茂人・神庭 重信・

中村 純: 

 プライマリケア医のうつ病診療に関する実態調査 

 九州神経精神医学 別冊 54(2)::120 - 126  2008 年 8 月  

 

21. 中村 純 : 

 抗うつ薬の早期効果発現へのアプローチ 

 臨床精神薬理 11(9)::1741 - 1747  2008 年 9 月  

 

22. Sugita, A. ・Yoshimura, R.・Nakano, W.・Ueda, N.・Saito, K.・Tanaka, Y.・Nakamura, 

J.: 

 Serum brain derived neurotrohic factor is asssociated with psychiatric symptoms in 

neuropsychiatric systemic lupus erythematosus 

 The International Journal of Neuropsychopharmacology 11(1)::93 - 94  2008 年 9 月  

 

23. Nakano, W. ・Yoshimura, R.・Sugita, A.・Hori, H.・Ueda, N.・Nakamura, J.: 

 Increase of blood levels of BDNF and HVA are associated with its clinical efficacy in 

depressed patients 

 The International Journal of Neuropsychopharmacology 11(1)::116 -  2008 年 9 月  

 

24. Ueda, N. ・Yoshimura, R.・Nakano, W.・Sugita, A.・Hayashi, K.・Sugita, A.・Nakamura, 

J.: 

 Grapefruit juice inhibits the pharmacokinetics of sertraline 

 The International Journal of Neuropsychopharmacology 11(1)::132 -  2008 年 9 月  

 

25. 荻野 佳代子・中野 和歌子・梅根 眞知子: 

 単科精神科病院における敷地内禁煙の取り組み 

 日本アルコール精神医学雑誌 15(1)::39 - 43  2008 年 9 月  



 

26. 中野 英樹・小嶋 秀幹・鶴田 忍・宮川 治美・坂田 深一・中村 純: 

 地域における自殺対策の新展開－自殺は予防できる・6 中間市における自殺対策 

 公衆衛生 72(9)::744 - 748  2008 年 9 月  

 

27. 上田 展久・中村 純: 

 SSRI による discontinuation syndrome 

 臨床精神薬理 11(10)::1821 - 1826  2008 年 9 月  

 

28. 中野 和歌子・吉村 玲児・中村 純: 

 セルトラリン（ジェイゾロフト） 

 最新精神医学 13(5)::439 - 444  2008 年 9 月  

 

29. Ono, Y. ・Awata, S.・Iida, H.・Ishida, Y.・Ishizuka, N.・Iwasa, H.・Kamei, Y.・Motohashi, 

Y.・Nakagawa, A.・Nakamura, J.・Nishi, N.・Otsuka, K.・Oyama, H.・Sakai, A.・Sakai, 

H.・Suzuki, Y.・Tajima, M.・Tanaka, E.・Uda, H.・Yonemoto, N.・Yotsumoto, T.・

Watanabe, N.: 

 A community intervention trial of multimodal suicide prevention program in Japan: a 

novel multimodal community intervention program to prevent suicide and suicide attempt 

in Japan, NOCOMIT- J 

 BMC Public Health ()::1 - 8  2008 年 9 月  

 

30. 福中 優子・宇都宮 健輔・中村 純: 

 奇異反応と統合失調症の精神症状との鑑別に難渋した 1 例 

 臨床精神薬理 11(10)::1921 - 1924  2008 年 10 月  

 

31. 中村 純 : 

 うつと社会復帰 

 プライマリ・ケア 付録 31(3)::1 - 6  2008 年 10 月  

 

32. 小嶋 秀幹・中村 純: 

 産業医と精神科医の連携 

 精神科 13(4)::334 - 347  2008 年 10 月  

 

33. Utsunomiya, K. ・Shinkai, T.・De Luca, V.・Hwang, R.・Sakata, S.・Fukunaka, Y.・

Chen, HI.・Ohmori, O.・Nakamura, J.: 



 Genetic association between the dopamine D3 gene polymorphism (Ser9Gly)and 

schizophrenia in Japanese populations 

 Neuroscience Letters 444()::161 - 165  2008 年 10 月  

 

34. Shinkai, T. ・De Luca, V.・Utsunomiya, K.・Sakata, S.・Inoue, Y.・Fukunaka, Y.・

Hwang, W.・Ohmori, O.・Kennedy, JL.・Nakamura, J.: 

 Functional polymorphism of the human multidrug resistance gene (MDR1)and 

polydipsia-hyponatremia in schizophrenia. 

 Neuromolecular Medicine 10(4)::362 - 367  2008 年 10 月  

 

35. Ikeda, M. ・Yamanouchi, Y.・Kinoshita, Y.・Kitajima, T.・Yoshimura, R.・Hashimoto, 

S.・O'Donovan, MC.・Nakamura, J.・Ozaki, N.・Iwata, N.: 

 Variants of dopamine and serotonin candidate genes as predictors of response to 

risperidone treatment in first-episode schizophrenia 

 Pharmacogenomics 9(10)::1437 - 1443  2008 年 10 月  

 

36. 吉村 玲児 : 

 選択的セロトニン再取り込み阻害薬（SSRI）の抗不安作用 

 精神科 13(5)::390 - 393  2008 年 11 月  

 

37. 乾 真人・行正 徹・井上 賀晶・吉村 玲児・中村 純: 

 反復経頭蓋磁気刺激療法による治療後、長期に寛解状態を保っているうつ病の１例 

 精神医学 50(11)::1107 - 1110  2008 年 11 月  

 

38. Shiotsuki, I ・Terao, T・Ogami, H・Ishii, N・Yoshimura, R.・Nakamura, J.: 

 Drinking spring water and lithium absorption 

 The German Journal of Psychiatry ()::103 - 106  2008 年 11 月  

 

39. Sheehan, DV. ・中村 純・Deenitchina, S.・Batzar, E.・Parsons, B.: 

 不安を併発したうつ病に対する sertraline 50～100 ㎎の有効性 

 臨床精神薬理 11(11)::2093 - 2102  2008 年 11 月  

 

40. 吉村 玲児・中村 純: 

 Resilience の視点からみた社会復帰における抗うつ薬の作用の違い 

 臨床精神薬理 11(12)::2255 - 2261  2008 年 12 月  

 



41. Sugita, A. ・Yoshimura, R.・Ueda, N.・Nakano, W.・Nakamura, J.: 

 Continuous decrease in serum brain-derived neurotrophic factor (BDNF) levels in a 

neuropsychiatric syndrome of systemic lupus erythematosus patient with organic brain 

changes 

 Neuropsychiatric Disease and Treatment 4(6)::1277 - 1281  2008 年 12 月  

 

42. Yoshimura, R. ・Ueda, N.・Hori, H.・Nakamura, J.: 

 Addition of risperidone to sertraline improves sertraline-resistant refractory depression 

without influencing plasma concentrations of sertraline and desmethylsertraline 

 Human Psychopharmacology 23(8)::707 - 713  2008 年 12 月  

 

43. 副田 秀二・原 善子: 

 嘱託精神科医による管理監督者向け個別教育に対するニーズ 

 産業精神保健 16(4)::268 - 271  2008 年 12 月  

 

44. 中村 純 : 

 職場における精神医学的な課題に精神科医はいかに対応するか 

 九州神経精神医学 54(3～4)::153 - 160  2008 年 12 月  

 

2008 年 学会発表 

 

1. 内田 直樹・新名 尚史・中富 康仁・青木 信生・中野 和歌子・柴田 敬祐・中前 

貴・橋本 直樹・縄田 秀幸: 

 Stigma and Mental Health Professionals 

 The 7th Course for the Academic Development of Psychiatrists 

 大阪  2008 年 2 月  

 

2. 新開 隆弘 : 

 職場における精神疾患の早期発見・早期介入について 

 第 49 回 産業精神衛生研究会 

 北九州  2008 年 2 月  

 

3. 山田 健治・新開 隆弘・宇都宮 健輔・坂田 深一・井上 賀晶・福中 優子・山口 

若菜・清水 佳津子・大森 治・中村 純: 

 統合失調症と XRCC1（X-ray repair cross-complementation group 1）遺伝子多型との関

連 



 第 3 回 日本統合失調症学会 

 東京  2008 年 3 月  

 

4. 宇都宮 健輔・新開 隆弘・坂田 深一・井上 賀晶・福中 優子・山口 若菜・山田 

健治・清水 佳津子・大森 治・中村 純: 

 統合失調症と GDNF（grial cell line-derived neurotrophic factor）遺伝子多型との関連 

 第 3 回 日本統合失調症学会 

 東京  2008 年 3 月  

 

5. 坂田 深一・新開 隆弘・宇都宮 健輔・井上 賀晶・福中 優子・山口 若菜・山田 

健治・清水 佳津子・大森 治・中村 純: 

 統合失調症における遅発性ジスキネジアとセロトニン 2A 受容体遺伝子多型（T102C）と

の関連 

 第 3 回 日本統合失調症学会 

 東京  2008 年 3 月  

 

6. 新開 隆弘・直江 由衣・堀 広子・宇都宮 健輔・坂田 深一・井上 賀晶・福中 優

子・山口 若菜・山田 健治・大森 治・中村 純: 

 脳由来神経栄養因子（BDNF）遺伝子多型（Val66Met）と遅発性ジスキニネジアとの関連

研究 

 第 3 回 日本統合失調症学会 

 東京  2008 年 3 月  

 

7. 吉村 玲児・上田 展久・杉田 篤子・中野 和歌子・堀 輝・中村 純: 

 sertraline への反応が不十分なうつ病に対するリチウムとリスペリドンの追加投与 

 第 28 回 リチウム研究会 

 東京  2008 年 4 月  

 

8. 杉田 篤子・齋藤 和義・田中 良哉: 

 NPSLE における血中脳由来神経栄養因子（BDNF）の意義 

 第 52 回 日本リウマチ学会総会・学術集会 

 札幌  2008 年 4 月  

 

9. 吉村 玲児 : 

 中長期を見据えた急性期での effectveness-olanzapine の臨床研究と薬理的観点から 

 ジプレキサ学術講演会 



 東京  2008 年 5 月  

 

10. 小嶋 秀幹・坂田 深一: 

 民生委員を対象としたこころの相談員研修のあり方について 

 第 104 回 日本精神神経学会総会 

 東京  2008 年 5 月  

 

11. 吉村 玲児 : 

 アルコールと抑うつ：カテコールアミン代謝産物、脳由来神経栄養因子（BDNF）サイト

カインの血中動態からの検討 

 第 104 回 日本精神神経学会総会 

 東京  2008 年 5 月  

 

12. 中野 英樹・上田 展久・中野 和歌子・杉田 篤子・吉村 玲児・中村 純: 

 うつ病患者の社会復帰に対する Social Adaptation Self-evaluation Scale (SASS) 日本語

版の臨床的有用性の検討 

 第 104 回 日本精神神経学会総会 

 東京  2008 年 5 月  

 

13. 上田 展久・中野 英樹・中野 和歌子・杉田 篤子・吉村 玲児・中村 純: 

 Social Adaptation Self-evaluation Scale (SASS)日本語版のカットオフ値に対する検討 

 第 104 回 日本精神神経学会総会 

 東京  2008 年 5 月  

 

14. 新開 隆弘・中村 純: 

 職場における「うつ」への対応：困難事例への対応を含めて 

 第 15 回 日本産業精神保健学会 

 大阪  2008 年 6 月  

 

15. 吉村 玲児・中野 和歌子・杉田 篤子・上田 展久・中村 純: 
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